
新
米
鍼
灸
師
奮
闘
記
⑵

一
、
鍼
灸
師
へ
の
道
（
そ
の
二
）

（
一
財
）フ
ァ
ジ
イ
シ
ス
テ
ム
研
究
所
理
事
長

山
川

烈（
子
44
）

【
鍼
灸
師
と
は
？
】

筆
者
は
、
２
０
１
６
年
４
月
、
北
九
州

市
小
倉
北
区
に
あ
る
九
州
医
療
ス
ポ
ー
ツ

専
門
学
校
・
ス
ポ
ー
ツ
鍼
灸
学
科
夜
間

コ
ー
ス
に
入
学
し
、
本
格
的
に
鍼
灸
の
勉

強
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
専
門
学
校

で
の
生
活
の
話
を
始
め
る
前
に
、
日
本
に

お
け
る
鍼
灸
師
の
歴
史
と
現
在
の
社
会
的

地
位
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
と
思
う
。

巷
で
鍼
灸
師
と
呼
ば
れ
て
い
る
職
業
で

使
わ
れ
て
い
る
「
鍼
」
は
、
身
体
に
細
い

金
属
を
刺
し
て
侵
襲
刺
激
を
与
え
る
。
一

方
、「
灸
」
は
、
ヨ
モ
ギ
由
来
の
燃
え
や

も
ぐ
さ

す
い
線
維
で
あ
る
艾
に
着
火
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
熱
刺
激
と
、
艾
に
含
ま
れ
る
精
油

の
主
成
分
、
チ
ネ
オ
ー
ル
に
よ
る
化
学
刺

激
を
与
え
る
。
そ
れ
ら
の
刺
激
に
よ
っ
て
、

「
鍼
」
と
「
灸
」
は
、
人
間
の
本
来
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
自
然
治
癒
能
力
を
呼
び
覚

ま
す
。
こ
れ
が
鍼
灸
師
の
仕
事
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
そ
こ
で
使
用
す
る
鍼
は
、
何

故
、「
針
」
で
は
な
く
、「
鍼
」
な
の
か
。

こ
れ
ら
の
違
い
は
何
か
。

以
下
に
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

附
属
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
安
岡
孝
一
教
授
に
よ
る
解
説
を
要

約
す
る
（
①
）。

「
針
」
と
「
鍼
」
に
は
大
き
な
違
い
は

な
く
、
ど
ち
ら
も
金
属
の
は
り
を
指
す
。

「
鍼
」
は
漢
の
時
代
よ
り
以
前
（
紀
元
前

206
年
以
前
）
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
。
他
方
、

「
針
」
の
起
源
は
南
北
朝
時
代
（
５
〜
６

世
紀
頃
）
ま
で
し
か
遡
れ
な
い
よ
う
で
あ

る
。
要
す
る
に
、「
鍼
」
は
旧
字
、「
針
」

は
新
字
と
い
う
だ
け
の
話
で
あ
る
、
と
い

う
の
が
安
岡
教
授
説
。

と
こ
ろ
が
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、

「
針
」は
縫
い
ば
り
の
こ
と
で
あ
り
、「
鍼
」

は
漢
方
医
術
の
治
療
用
の
は
り
で
あ
る
と

す
る
説
も
あ
る（
例
え
ば
、
三
省
堂
の『
新

明
解
』）。

法
令
、
公
用
文
書
、
新
聞
、
雑
誌
、
放

送
な
ど
、
一
般
社
会
生
活
に
お
い
て
、
現

代
の
国
語
を
書
き
表
す
場
合
の
漢
字
使
用

の
目
安
を
示
す
「
常
用
漢
字
表
」（
昭
和

56
年
内
閣
告
示
）
に
よ
る
と
、「
針
」
の

語
例
と
し
て
針
路
、
運
針
、
秒
針
、
羅
針

盤
、針
金
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、「
針
」

と
「
鍼
」
の
守
備
範
囲
の
違
い
も
容
易
に

理
解
で
き
る
。

ま
た
、
中
国
の
伝
統
医
療
で
使
わ
れ
て

き
た
技
法
が
日
本
に
伝
わ
り
、
日
本
独
自

の
医
療
と
し
て
完
成
さ
れ
た
技
法
を
「
和

鍼
」
と
呼
び
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た
中
国

伝
統
医
療
の
技
法
を
「
中
国
針
」
と
呼
ぶ

説
も
あ
る
（
②
）。
前
者
に
「
鍼
」
を
使

用
し
、
後
者
に
「
針
」
を
使
用
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。

和
鍼
と
中
国
針
で
は
、
は
り
の
太
さ
と

長
さ
と
使
用
法
が
異
な
る
。
通
常
、
和
鍼

は
中
国
針
に
比
べ
て
細
く
短
い
。

ま
た
和
鍼
は
、
鍼
を
狙
っ
た
と
こ
ろ
に

刺
入
す
る
目
的
で
、
そ
の
鍼
よ
り
も
や
や

短
い
「
鍼
管
」
と
呼
ぶ
管
に
入
れ
、
そ
の

わ
ず
か
に
出
た
柄
の
部
分
を
ト
ン
ト
ン
と

叩
い
て
皮
下
に
刺
入
す
る
。
こ
の
鍼
管
は
、

江
戸
時
代
に
検
校
・
杉
山
和
一
（
図
２
・

１
参
照
）
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
、
以
来
、

盲
人
施
術
者
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
と

な
っ
た
だ
け
で
な
く
、刺
鍼
時
の
痛
み（
切

皮
痛
）
を
格
段
に
軽
減
さ
せ
る
も
の
と

な
っ
た
。

他
方
、中
国
針
は
、太
い
う
え
に
針
自
体

を
指
で
持
っ
て
、
グ
イ
っ
と
押
し
込
む
よ

う
に
皮
下
に
刺
入
す
る
。し
た
が
っ
て
、当

然
の
こ
と
な
が
ら
中
国
針
は
和
鍼
に
比
べ

て
は
る
か
に
強
い
痛
み（
切
皮
痛
）を
伴
う
。

図２・１ 管鍼法の創始者、杉山和一検校。
（ウィキペディア）
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さ
て
、「
針
」
と
「
鍼
」
の
違
い
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
鍼
灸
に
携
わ
る
者
に
と
っ

て
、
死
活
問
題
と
な
る
極
め
て
重
大
な
出

来
事
が
起
き
た
。

１
９
４
５
年
８
月
14
日
、
第
２
次
世
界

大
戦
・
太
平
洋
戦
争
に
敗
北
し
た
日
本
は
、

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
そ
の
宣
言
を
執
行
す
る
名
目
で
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥

率
い
る
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部

（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）、
い
わ
ゆ
る
進
駐
軍
が
日
本

を
占
領
支
配
し
、
天
皇
並
び
に
日
本
国
政

府
の
統
治
権
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
支
配
下
に
置
か

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
日
本

の
民
主
化
、
近
代
化
を
図
る
た
め
に
、
あ

ら
ゆ
る
制
度
に
メ
ス
を
入
れ
た
。
日
本
の

伝
統
医
療
で
あ
る
鍼
灸
も
そ
の
対
象
と

な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
盲
目

の
人
間
が
「
鍼
を
打
ち
、
皮
膚
を
焼
く
」

な
ど
医
療
で
は
な
い
と
一
蹴
し
、
厚
生
省

（
現
・
厚
生
労
働
省
）
に
対
し
て
「
鍼
灸

禁
止
令
」
と
も
解
釈
さ
れ
る
厳
し
い
内
容

の
是
正
勧
告
を
行
っ
た
。
こ
れ
が
後
に
業

界
で
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
旋
風
」

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
鍼
灸
師
、
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
な
ど
の
業
界
は
、
厚

生
省
や
国
会
に
働
き
か
け
、
厚
生
省
は
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
中
の
医
療
制
度
改
革
を
担
当
し

て
い
た
公
衆
衛
生
福
祉
局
（
Ｐ
Ｈ
Ｗ
）
と

交
渉
を
始
め
た
。
Ｐ
Ｈ
Ｗ
の
局
長
を
は
じ

め
、
ほ
と
ん
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
医
療
の
専

門
家
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
交
渉
記
録
が
、「Regulation

ofQ
ues-

tionable
M
edical

Practice

（
怪
し
げ

な
医
療
の
規
制
）」（
１
９
４
７
年
10
月
22

日
付
）
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考

え
る
と
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
が
鍼
灸
の
効
能
を
知
ら

な
か
っ
た
た
め
に
、
相
当
衝
撃
的
な
「
疑

念
」
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知

れ
る
。さ
ら
に
、こ
の
こ
と
と
は
別
に
、鍼

灸
師
に
関
わ
る
重
大
な
事
態
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
、
業
界
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
。

昭
和
17
年
６
月
17
日
に
国
語
審
議
会
が

文
部
大
臣
に
答
申
し
た
「
標
準
漢
字
表
」

は
、
各
官
庁
お
よ
び
一
般
社
会
で
使
用
す

る
漢
字
の
標
準
を
示
し
た
も
の
で
、
部
首

画
数
順
に
２
５
２
８
字
が
収
録
さ
れ
て
い

た
。
新
字
の
「
針
」
は
、
そ
の
中
の
「
金

の
部
」に
含
ま
れ
て
い
た
が
、旧
字
の「
鍼
」

は
、
カ
ッ
コ
書
き
に
も
な
っ
て
お
ら
ず
、

標
準
漢
字
表
か
ら
は
外
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
、
そ
の
ま
ま
昭
和
17
年
12
月
４
日
に

文
部
省
か
ら
正
式
な
標
準
漢
字
表
と
し
て

発
布
さ
れ
た
。

さ
ら
に
昭
和
21
年
11
月
５
日
、
国
語
審

議
会
は
「
当
用
漢
字
表
」
を
、
文
部
大
臣

に
答
申
し
た
が
、
こ
の
当
用
漢
字
表
で
も

同
様
に
、
新
字
の
「
針
」
は
収
録
さ
れ
て

い
た
が
、
旧
字
の
「
鍼
」
は
カ
ッ
コ
書
き

に
す
ら
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
当
用

漢
字
表
は
、
翌
週
11
月
16
日
に
内
閣
告
示

さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
も
や
は
り
新
字
の

「
針
」
だ
け
し
か
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
鍼
灸
師
に
関
す
る
法
律
を

制
定
す
る
際
に
、
お
の
ず
と
名
称
お
よ
び

文
章
の
記
述
に
制
限
が
加
わ
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

一
方
、
厚
生
省
が
行
っ
て
い
た
Ｐ
Ｈ
Ｗ

と
の
交
渉
が
功
を
奏
し
て
、
昭
和
22
年
12

月
20
日
に
、
業
界
は
、
日
本
の
伝
統
医
療

で
あ
る
鍼
灸
、
あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

指
圧
等
の
手
技
に
関
し
て
、「
あ
ん
摩
、

は
り
、
き
ゆ
う
、
柔
道
整
復
等
営
業
法
」

の
制
定
を
勝
ち
取
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ま
で
業
界
が
こ
だ
わ
っ
た「
鍼
」

と
い
う
漢
字
が
、
先
に
述
べ
た
「
標
準
漢

字
表
」
お
よ
び
「
当
用
漢
字
表
」
か
ら
外

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
業
界
が
愕
然

と
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
察
で

あ
ん
ま

き
る
。「
灸
」
や
「
按
摩
」
と
い
う
漢
字

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ

の
状
況
は
、
75
年
以
上
経
っ
た
現
在
も
変

わ
っ
て
い
な
い
。
業
界
は
、
こ
れ
ら
の
漢

字
を
各
漢
字
表
に
含
め
る
た
め
の
活
動
に

力
を
注
ぐ
よ
り
も
、
差
し
迫
っ
た
視
覚
障

害
者
の
生
業
を
合
法
化
し
、
彼
ら
の
生
活

を
保
護
す
る
こ
と
を
優
先
し
、
死
中
に
活

を
求
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、そ
の
法
律
は
昭
和
45
年
に「
柔

道
整
復
師
法
」
を
切
り
離
し
、「
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う

師
等
に
関
す
る
法
律
」（
略
称
「
あ
は
き

法
」）
と
し
て
現
在
ま
で
運
用
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
柔
道
整
復
師
、
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ

う
師
は
互
い
に
全
く
独
立
し
た
資
格
で
あ

る
。
こ
の
中
で
、
は
り
師
と
き
ゅ
う
師
の

二
つ
の
資
格
を
有
す
る
者
を
「
鍼
灸
師
」

と
通
称
し
て
い
る
。

平
成
２
年
４
月
１
日
施
行
の
「
あ
は
き

法
の
一
部
改
正
」
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
都

道
府
県
知
事
が
与
え
て
い
た
柔
道
整
復
師
、

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、

き
ゅ
う
師
の
免
許
を
、
厚
生
大
臣
が
与
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
日
か

ら
こ
れ
ら
の
免
許
は
全
て
国
家
資
格
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
医
業
と
医
業
類
似
行
為
】

人
間
の
健
康
と
医
療
に
携
わ
る
業
種
に

関
し
て
、
同
じ
国
家
資
格
と
は
い
え
、
医

師
・
薬
剤
師
と
、
あ
は
き
法
・
柔
道
整
復
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師
法
で
規
定
さ
れ
る
者
と
の
間
に
は
、
そ

の
知
識
と
技
量
、
社
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

期
待
に
厳
然
た
る
差
異
が
あ
る
。
そ
の
教

育
課
程
か
ら
す
れ
ば
至
極
当
然
の
こ
と
で

は
あ
る
。

診
断
、
薬
品
の
投
与
、
注
射
、
手
術
な

ど
は
、
医
師
の
国
家
資
格
を
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
で
き
な
い
行
為
（
医
行
為
）
で
あ

り
、
医
行
為
を
反
復
継
続
す
る
意
思
を

も
っ
て
行
う
こ
と
を
医
業
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
柔
道
整
復
術
（
ほ
ね

つ
ぎ
）、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
鍼

灸
な
ど
は
医
業
類
似
行
為
と
呼
ば
れ
る
。

医
師
の
国
家
資
格
を
持
つ
者
は
医
業
も

医
業
類
似
行
為
も
行
え
る
。
し
か
し
、
医

師
の
国
家
資
格
を
持
た
な
い
鍼
灸
師
、
按

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
は
、
医
業
類
似
行

為
は
行
え
る
が
、
医
業
を
行
え
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
学
問
と
し
て
見
た

場
合
、
ま
た
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
医

療
を
考
え
た
場
合
、
日
本
国
の
健
康
・
医

療
制
度
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
。
筆
者
は
、

極
め
て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
感
を
否
め
な
い
。

か
つ
て
中
国
か
ら
日
本
に
伝
来
し
た
漢

方
、
鍼
灸
、
按
摩
、
養
生
法
（
薬
膳
、
薬

草
茶
な
ど
）
は
、
江
戸
時
代
末
期
ま
で
に
、

日
本
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、
将
軍
家
は
も

と
よ
り
、
一
般
庶
民
に
至
る
ま
で
そ
の
健

康
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
。
時
は
移
り
明
治
維
新
を
迎
え
る
と
、

西
洋
文
化
に
あ
こ
が
れ
、
追
い
着
き
、
追

い
越
せ
の
機
運
に
押
さ
れ
た
明
治
政
府
は

そ
れ
ま
で
の
日
本
伝
統
医
学
や
蘭
方
医
学

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
ド
イ
ツ
医
学
を

主
と
す
る
西
洋
医
学
を
本
格
的
に
取
り
入

れ
、
擁
護
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
伝
統

医
学
は
次
第
に
表
舞
台
か
ら
遠
ざ
か
り
、

一
部
の
一
般
庶
民
の
間
で
細
々
と
受
け
継

が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
や
が
て
第
二
次

世
界
大
戦
・
太
平
洋
戦
争
後
の
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ

旋
風
」
に
よ
り
、
ま
た
も
や
社
会
的
打
撃

を
受
け
、
そ
の
後
の
国
家
的
支
援
の
乏
し

い
中
で
、
学
術
的
発
展
、
社
会
へ
の
普
及

が
甚
だ
し
く
遅
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

中
国
や
台
湾
で
は
、
西
洋
医
学
の
み
な

ら
ず
、
中
国
伝
統
医
学
（
中
医
学
）
を
擁

護
し
発
展
さ
せ
て
い
る
。
筆
者
が
、
数
年

前
に
台
湾
の
台
北
医
科
大
学
付
属
病
院
で

講
演
を
し
た
際
の
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
聞
い
た
話
で
は
、
同
病
院
の
患

者
は
初
診
受
付
の
際
に
、
西
洋
医
学
に
よ

る
診
療
と
中
医
学
に
よ
る
診
療
を
自
由
に

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
年
齢

に
無
関
係
に
、
患
者
の
約
70
パ
ー
セ
ン
ト

が
中
医
学
を
選
ぶ
と
い
う
。
そ
れ
に
伴
い
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
診
療
及
び
研
究
の

た
め
の
ス
タ
ッ

フ
、
設
備
、
ス

ペ
ー
ス
の
規
模

も
大
規
模
で
あ

る
。
こ
れ
な
ら

ば
中
医
学
の
発

展
は
当
然
の
こ

と
だ
と
思
っ
た
。

（
図
２
・
２
参

照
）ま

た
米
国
で

は
、
純
粋
な
西

洋
医
学
だ
け
で

は
な
く
、
世
界

各
地
の
伝
統
医

療
や
補
完
代
替

医
療
な
ど
を
含

む
統
合
医
療

（integrative
m
edicine

）
も

普
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
米
国
空
軍
で
は
、

「
戦
場
耳
鍼
（Battle-Field

A
cupunc-

ture
）」
と
い
う
進
化
し
た
鍼
が
必
須
の

医
療
技
術
と
し
て
普
及
し
て
い
る
（
図

２
・
３
参
照
）。
戦
場
で
は
、
負
傷
し
た

兵
士
の
激
痛
を
抑
え
る
薬
物
が
常
に
手
元

に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
麻
酔
薬
で

鎮
痛
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
兵

士
は
無
気
力
化
し
、
戦
闘
は
お
ろ
か
逃
避

も
危
う
く
な
っ
て
し
ま
う
。
耳
介
に
は
強

力
な
鎮
痛
の
ツ
ボ
が
５
個
あ
る
。
そ
こ
に

専
用
の
道
具
で
耳
介
の
ツ
ボ
に
特
殊
な
鍼

を
刺
入
す
る
。
即
効
性
が
あ
る
の
で
次
の

キ
ャ
ン
プ
ま
で
の
搬
送
が
楽
に
な
る
。
こ

の
よ
う
に
鍼
は
進
化
し
、
鍼
灸
治
療
も
進

化
し
、
医
療
技
術
と
し
て
高
度
化
し
て
い

図２・２ 2015年５月29日に筆者が台北医科大学付属病院で講演した際のフリー
ディスカッションでは、同病院の患者の約70％が西洋医学ではなく中医
学での診療を希望しているという。それほど中医学に寄せる期待が大き
いと言える。中医学の研究者、設備、研究スペースの規模に驚いた。
（向かって左から５人目が筆者。）
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る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
国
政
府
は
、

日
本
伝
統
医
学
の
発
展
支
援
に
消
極
的
で

あ
っ
た
。
そ
の
研
究
者
は
大
勢
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の

「
系
・
分
野
・
分
科
・
細
目
表
」
付
表

キ
ー
ワ
ー
ド
一
覧
に
、「
鍼
灸
」
も
し
く

は
「
は
り
」、「
き
ゅ
う
」、「
あ
ん
摩
」
な
ど

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
全
く
見
当
た
ら
な
い
の

は
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

日
本
伝
統
医

学
に
携
わ
る
高

度
の
知
識
と
技

術
を
持
つ
人
材

を
育
成
し
、
超

高
齢
化
社
会
に

お
い
て
医
療
費

の
国
家
予
算
を

破
綻
さ
せ
な
い

た
め
の
制
度
改

革
に
つ
い
て
、

筆
者
の
考
え
を

本
連
載
の
後
半

の
回
で
述
べ

た
い
。

か
く
し
て
鍼

灸
師
に
な
る
に

は
、「
あ
は
き

法
」
に
定
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
専
門
学
校
で
３
年
間

の
専
門
教
育
を
受
け
、「
は
り
師
」と「
き
ゅ

う
師
」
の
二
つ
の
国
家
試
験
に
合
格
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
専
門
学
校
へ
の
通
学
事
情
】

昼
間
コ
ー
ス
の
専
門
学
校
で
は
、
一
日

に
二
コ
マ
（
一
コ
マ
は
90
分
）
の
授
業
を

週
に
５
日
間
。
春
休
み
、
夏
休
み
、
冬
休

み
が
、
ほ
ぼ
大
学
と
同
様
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
夜
間
コ
ー
ス
は
、
昼

間
に
仕
事
を
持
っ
て
い
る
人
の
た
め
の

コ
ー
ス
で
あ
る
の
で
、
出
張
や
長
時
間
の

会
議
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
を
考
慮
し

て
か
、
18：

20
〜
19：

50
と
20：

00
〜
21：

30

の
二
コ
マ
授
業
が
週
に
３
日
間
（
火
、
木
、

土
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
昼
間

コ
ー
ス
と
同
じ
年
間
授
業
時
間
数
に
調
整

す
る
た
め
に
（
週
に
２
日
間
の
不
足
分
を

補
う
た
め
に
）、
夜
間
コ
ー
ス
の
場
合
は
、

夏
休
み
・
冬
休
み
・
春
休
み
が
大
き
く
削
ら

れ
て
、
授
業
の
時
間
割
が
作
ら
れ
て
い
る
。

前
回
、「
一
、
鍼
灸
師
へ
の
道
（
そ
の

一
）」
で
も
述
べ
た
通
り
、
当
時
、
筆
者

は
熊
本
の
私
立
総
合
大
学
で
あ
る
崇
城
大

学
の
副
学
長
の
職
に
就
い
て
い
た
。
専
門

学
校
の
18：

20
の
授
業
開
始
に
間
に
合
う

た
め
に
は
、
熊
本
か
ら
小
倉
ま
で
九
州
縦

貫
自
動
車
道
（
高
速
道
路
）
と
北
九
州
都

市
高
速
道
路
を
利
用
す
る
と
し
て
も
、

15：

30
に
は
大
学
を
出
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
専
門
学
校
登
校
日
と
大
学
の
勤

務
日
の
重
複
す
る
火
曜
日
だ
け
は
崇
城
大

学
を
早
退
し
て
よ
い
と
い
う
理
事
会
の
承

認
を
得
た
。
と
は
い
え
、
現
実
に
は
、
大

学
全
学
の
学
部
長
会
議
や
、
そ
の
他
の
重

要
な
会
議
で
議
長
を
務
め
て
い
る
際
に
は
、

会
議
を
切
り
上
げ
て
早
退
と
い
う
わ
け
に

も
い
か
な
い
。
出
発
の
遅
れ
た
分
を
、
高

速
道
路
を
走
り
な
が
ら
回
復
す
る
の
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、「
交
通
渋

滞
の
た
め
、
若
干
遅
刻
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。」
と
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
に
何
度

電
話
し
た
か
分
か
ら
な
い
。（
事
情
を
説

明
し
な
い
で
、
遅
刻
す
れ
ば
、
遅
刻
３
回

で
欠
席
１
回
と
み
な
さ
れ
、
授
業
日
数
の

三
分
の
一
以
上
の
欠
席
で
、
そ
の
科
目
は

未
履
修
と
な
る
。）
専
門
学
校
に
入
学
し

て
最
も
神
経
を
使
っ
た
の
は
、
毎
週
火
曜

日
の
約
２
時
間
半
に
も
及
ぶ
高
速
道
路
を

利
用
し
た
通
学
時
間
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
こ
と
が
、
後
に
私

の
人
生
上
、
極
め
て
重
要
か
つ
有
難
い
結

果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
夢
に

も
思
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

紙
面
の
都
合
上
、
次
回
に
述
べ
る
。

通
学
に
関
し
て
も
う
一
つ
大
き
な
問
題

が
筆
者
の
前
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
駐
車
場
の
問
題
で
あ
る
。
専
門
学
校
は

北
九
州
市
小
倉
北
区
の
繁
華
街
（
小
倉
駅

よ
り
徒
歩
で
約
20
分
の
所
）
に
位
置
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
職
員
、
学
生

の
た
め
の
駐
車
場
を
保
有
し
て
い
な
い
の

で
、
近
隣
の
有
料
駐
車
場
を
利
用
す
る
し

か
な
い
。
学
校
か
ら
徒
歩
５
分
の
立
体
駐

図２・３ 米国空軍で開発された戦場耳鍼。戦場では、負傷した兵士の激痛を
抑える麻酔薬が常に手元にあるとは限らない。あったとしても、そ
れは兵士を無気力化し、戦闘、逃避が不可能になる。耳介には強力
な鎮痛のツボが５つある。そこに右上の写真のような道具でピアス
のような鍼を打ち込めば、即効性があるので次のキャンプまでの搬
送が楽になる。

耳介には強力な
鎮痛のツボが5つ
ある
速効性あり応急処
置に適している
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車
場
の
駐
車
料
金
は
、
平
日
30
分
間
100
円
。

専
門
学
校
で
の
授
業
は
一
日
二
コ
マ
だ
か

ら
３
時
間
。
休
憩
時
間
10
分
間
。
駐
車
場

往
復
20
分
間
。
合
計
３
時
間
半
で
あ
る
が
、

余
裕
を
見
て
４
時
間
と
し
て
、
駐
車
料
金

１
日
800
円
。
月
に
12
日
間
の
通
学
日
で

９
、６
０
０
円
。
結
構
な
額
で
あ
る
。
新

学
期
が
始
ま
っ
て
数
日
経
っ
た
こ
ろ
、
一

年
先
輩
（
と
は
言
っ
て
も
年
齢
は
筆
者
の

孫
世
代
）
か
ら
、
耳
寄
り
な
話
を
聞
い
た
。

専
門
学
校
か
ら
徒
歩
数
分
の
と
こ
ろ
に
あ

る
井
筒
屋
パ
ー
キ
ン
グ
の
話
で
あ
る
。

17：

00
以
降
に
入
庫
し
た
場
合
は
、
井
筒

屋
関
連
の
店
で
商
品
を
買
い
、
そ
の
レ

シ
ー
ト
（
金
額
は
問
わ
な
い
）
を
駐
車
場

受
付
に
持
っ
て
い
け
ば
、
駐
車
券
を
「
当

日
24：

00
ま
で
無
料
」
の
処
理
を
し
て
く

れ
る
と
い
う
。
そ
ん
な
う
ま
い
話
に
は
、

裏
が
あ
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
実
際
や
っ

て
み
る
と
、
全
く
裏
は
無
く
、
か
な
り
の

人
数
の
夜
間
コ
ー
ス
の
学
生
が
そ
の
恩
恵

を
被
っ
て
い
た
。
た
だ
、
そ
の
こ
と
は
駐

車
場
の
ど
こ
に
も
表
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

駐
車
場
受
付
で
聞
け
ば
教
え
て
く
れ
る
と

い
う
貴
重
な
情
報
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、

筆
者
は
、
18：

00
頃
、
井
筒
屋
パ
ー
キ
ン

グ
に
到
着
し
、
入
庫
し
た
ら
、
す
ぐ
に
そ

こ
の
地
下
に
あ
る
文
房
具
店
の
奥
に
走
っ

て
行
き
、
ば
ら
売
り
の
１
個
16
円
（
税
込

み
）
の
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
プ（
小
）（
図
２
・

４
参
照
）
を
１
個
だ
け
握
り
し
め
、
レ
ジ

で
16
円
の
レ
シ
ー
ト
を
確
実
に
も
ら
う
こ

と
に
し
た
。
こ
れ
で
そ
の
日
の
駐
車
料
金

は
無
料
。
つ
ま
り
、
18：

00
〜
22：

00
の
４

時
間
の
駐
車
料
金
は
16
円
で
、
お
み
や
げ

に
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
プ
を
も
ら
っ
た
と
解
釈

で
き
る
。
な
ん
と
有
難
い
駐
車
料
金
シ
ス

テ
ム
か
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
、
多
く
の
苦

学
す
る
専
門
学
校
生
に
対
す
る
支
援
の
意

味
で
作
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
大

い
に
社
会
的
称
賛
を
受
け
る
に
値
す
る
。

【
新
学
期
に
胸
躍
る
】

新
学
期
の
始
ま
り
に
い
つ
も
感
じ
る
こ

と
は
、
こ
の
一
年
間
ど
ん
な
授
業
が
あ
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
感
に
ワ
ク
ワ
ク
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
気
持
ち
は
10
歳
代

で
あ
ろ
う
が
70
歳
代
で
あ
ろ
う
が
変
わ
ら

な
い
。
筆
者
も
、
お
よ
そ
50
年
ぶ
り
に
そ

の
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
感
を
味
わ
う
こ
と
と

な
っ
た
。

筆
者
の
所
属
し
て
い
た
「
ス
ポ
ー
ツ
鍼

灸
学
科
」
で
は
、
他
校
の
鍼
灸
学
科
と
同

様
に
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
病
理
学
、
衛

生
学
、
は
り
き
ゅ
う
理
論
、
経
絡
経
穴
概

論
、
東
洋
医
学
概
論
、
東
洋
医
学
臨
床
論
、

関
係
法
規
、
臨
床
医
学
総
論
、
臨
床
医
学

各
論
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
、
医

療
面
接
、
等
々
の
教
科
書
（
図
２
・
５
参

照
）
に
基
づ
い
て
教
育
が
行
わ
れ
る
。
こ

の
ほ
か
、
筆
者
の
場
合
は
、
図
２
・
６
に

示
す
グ
レ
イ
の
著
書
で
あ
る
「
グ
レ
イ
解

剖
学
ア
ト
ラ
ス
」（
全
５
７
６
頁
）
と
「
グ

レ
イ
解
剖
学
」（
全
１
、１
２
７
頁
）
が
、

在
学
中
は
も
と
よ
り
、
鍼
灸
師
と
し
て
活

動
す
る
現
在
も
、
片
時
も
離
せ
な
い
バ
イ

ブ
ル
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
鍼

灸
学
科
で
は
、
そ
の
名
の
示
す
通
り
、
鍼

灸
の
ほ
か
に
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
や
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
素
養
も
身

に
着
け
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
コ
ー

チ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
お
け
る
心
構

え
や
技
能
、
ス
ポ
ー
ツ
受
傷
時
の
対
処
の

仕
方
（
バ
ン
デ
ー
ジ
、
応
急
処
置
、
一
次

救
命
処
置
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）
な
ど
）、
さ
ら
に

は
、
疲
労
回
復
の
た
め
の
ア
ロ
マ
療
法

（
③
）
な
ど
、
普
通
の
鍼
灸
学
科
で
は
修

図２・４ ダブルクリップ
（小）＠16円（税
込み）。17時以降
の領収書で４時
間の駐車料金が
無料になった。

図２・５ 専門学校夜間コース（スポーツ鍼灸学科）
で使用した教科書。

図２・６ 専門学校在籍中に愛用した参考書。解剖学のバイ
ブルといわれ、多くの医学生にも読まれている
⒜ グレイ解剖学アトラスと、⒝ グレイ解剖学。

⒝⒜
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学
し
な
い
よ
う
な
内
容
の
科
目
や
実
技
が

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

し
か
る
べ
く
実
技
を
経
験
し
、
講
義
を
受

け
て
単
位
を
取
得
す
れ
ば
、「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
」
や
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ナ
ー
」
の
資
格
（
図
２
・
７
参
照
）
を
取

得
で
き
る
。
こ
こ
で
、「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
・
ト
レ
ー
ナ
ー
」
と
は
、
０
歳
か

ら
100
歳
ま
で
の
人
達
（
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
）
の
健
康
維
持
・
増
進
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
指
導
員
・
ト
レ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
他

方
、
競
技
別
の
世
界
で
通
用
す
る
高
度
な

専
門
的
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
て
、
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
さ
せ
る
指
導
員
・

ト
レ
ー
ナ
ー
は
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
・
ト
レ
ー
ナ
ー
」
と
称
さ
れ
る
。（
④
）

教
科
書
や
配
布
資
料
の
み
な
ら
ず
、
実

習
に
関
連
す
る
物
品
の
購
入
も
、
新
学
期

の
始
ま
り
に
ワ
ク
ワ
ク
感
を
掻
き
立
て
る
。

実
習
の
時
に
着
る
白
衣
（
本
連
載
の
頭

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
参
照
）
は
鍼

灸
を
学
び
施
術
す
る
者
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
最
も
学
生
の
興
味
を
ひ
く
も
の
で

あ
る
。

消
耗
品
と
し
て
は
、
実
習
に
使
用
す
る

ご
う
し
ん

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
な
毫
鍼
（
図
２
・
８

も
ぐ
さ

参
照
）や
灸
実
習
に
使
用
す
る
艾
な
ど（
図

２
・
９
参
照
）。
使
用
前
の
毫
鍼
は
１
本

ず
つ
鍼
管
に
収
め
ら
れ
、
エ
チ
レ
ン
オ
キ

サ
イ
ド
ガ
ス
と
と
も
に
密
封
包
装
さ
れ
、

無
菌
状
態
が
保
証
さ
れ
て
い
る
（
図
２
・

８
⒜
参
照
）。
使
用
時
に
は
附
属
の
鍼
管

（
図
２
・
８
⒞
参
照
）
を
使
っ
て
皮
膚
に

刺
入
す
れ
ば
、
柔
ら
か
い
皮
膚
を
引
き
延

ば
す
こ
と
な
く
瞬
間
に
皮
膚
を
切
っ
て
鍼

を
皮
下
に
刺
入
で
き
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど

痛
み
（
切
皮
痛
）
を
与
え
な
い
。
さ
ら
に

現
在
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
日
本
製
の
鍼

の
先
端
は
微
妙
に
丸
み
を
お
び
て
お
り
、

こ
れ
も
痛
み
軽
減
の
要
因
と
な
っ
て
い
る

（
図
２
・
10
⒜
参
照
）。
鍼
の
直
径
は
、

最
も
標
準
的
な
も
の
で
0.16
㎜
。
す
な
わ
ち

女
性
の
毛
髪
の
直
径
の
２
倍
程
度
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
し
な
り
や
す
い
が
曲
が
り
に

く
い
（
塑
性
変
形
し
に
く
い
）。
こ
れ
も

痛
み
軽
減
の
要
因
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
皮

膚
面
に
分
布
す
る
痛
み
感
覚
の
「
痛
点
」

は
１
㎠
の
中
に
100
〜
200
個
存
在
す
る
が
、

図２・７ しかるべく実技を経験し、講義を受けて単位を取得す
れば、⒜「生涯スポーツ指導員」、および ⒝「生涯ス
ポーツトレーナー」の資格を取得できる。

⒝⒜

ごうしん

図２・８ ディスポーザブルな毫鍼。⒜ 滅菌用エチレンオキサ
イドガスに封じ込まれた毫鍼。⒝ 使用直前に封を切っ
て使用する毫鍼と ⒞ その鍼管。鍼管を使うことによ
り、鍼を刺入する操作が楽になり、その際の切皮痛を
抑制できる。

⒜

⒝

⒞

もぐさ

図２・９ 灸治療に用いる ⒜ 艾、⒝ 熱さを緩和するために艾
の下に敷く灸点紙、⒞ 艾に火をつけるための線香、
および ⒟ 艾を配置する場所に印をつける灸点ペン。

⒝

⒟

⒜

⒞
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こ
の
毫
鍼
の
細
さ
で
は
、
痛
点
に
命
中
す

る
確
率
が
極
め
て
低
い
の
で
、
こ
の
こ
と

も
刺
鍼
時
に
痛
み
を
感
じ
に
く
く
す
る
要

因
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
0.4
㎜
よ
り

も
大
き
い
注
射
針
（
図
２
・
10
⒝
参
照
）

は
、
刺
入
す
る
際
に
痛
点
に
当
た
り
、
痛

み
を
禁
じ
得
な
い
。
そ
の
問
題
を
克
服
す

る
た
め
に
、
最
近
は
直
径
0.18
㎜
の
「
ナ
ノ

パ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
「
痛
く
な
い
注
射
針
」

が
出
回
っ
て
い
る
（
図
２
・
10
⒞
参
照
）。

他
方
、
蚊
が
皮
膚
に
刺
す
口
針
（
６
本
の

針
束
）（
図
２
・
10
⒟
参
照
）
の
直
径
は

50
〜
60
㎛
で
あ
る
の
で
、
や
は
り
蚊
に
刺

さ
れ
る
と
き
も
痛
み
を
感
じ
な
い
。
蚊
の

刺
針
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
巧
妙
で
、
こ
れ
を

工
学
的
に
模
倣
し
た
マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ド
ル

も
報
告
さ
れ
て
い
る
（
⑤
）。

こ
の
よ
う
に
、
和
鍼
の
特
長
は
、
鍼
管

の
使
用
、
先
端
の
微
妙
な
丸
み
、
鍼
の
細

さ
、
鍼
の
し
な
り
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
、

注
射
針
よ
り
も「
は
る
か
に
少
な
い
痛
み
」

で
あ
る
。
１
年
生
の
実
技
で
、
ま
ず
そ
れ

を
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
教
え
ら
れ
た

す
ね

と
お
り
に
、
自
分
の
手
で
、
自
分
の
脛
に

鍼
を
打
っ
た
。
傍
目
と
異
な
り
、
全
く
痛

み
を
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
新
し
い
世

界
に
飛
び
込
ん
で
得
た
新
鮮
な
驚
き
で

あ
っ
た
。

ほ
か
に
鍼
実
習
で
使
用
す
る
も
の
と
し

て
、
４
段
階
の
硬
さ
を
も
つ
刺
入
練
習
台
、

お
よ
び
弾
力
性
と
反
発
力
の
あ
る
ス
ポ
ン

ジ
板
な
ど
が
あ
る
（
図
２
・
11
参
照
）。もぐ

さ

灸
実
習
に
必
要
な
も
の
と
し
て
は
、
艾
、

灸
点
紙
、
艾
に
点
火
す
る
線
香
、
灸
を
据

え
る
際
に
、
艾
を
置
く
位
置
を
予
め

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
身
体
の
表
面
に
印
を
つ

け
て
お
く
た
め
の
灸
点
ペ
ン
な
ど
が
あ
る

（
図
２
・
９
参
照
）。
鍼
実
習
お
よ
び
灸

実
習
で
使
用
す
る
こ
れ
ら
の
消
耗
品
は
、

１
年
生
の
前
期
で
頻
繁
に
使
用
す
る
こ
と

に
な
る
。

【
専
門
学
校
の
授
業
風
景
】

専
門
学
校
の
授
業
は
、
大
学
の
授
業
と

雰
囲
気
が
か
な
り
異
な
る
。

ま
ず
、
専
門
学
校
の
最
終
目
的
は
学
生

全
員
を
国
家
試
験
に
合
格
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
の
で
、
専
門
学
校
の
日
常
生
活
の
す

べ
て
の
ベ
ク
ト
ル
が
国
家
試
験
に
向
い
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
学
生
諸
君
も
よ
く
勉

強
を
す
る
。
大
学
生
よ
り
も
は
る
か
に
そ

の
目
的
意
識
が
高
い
。
国
家
試
験
に
落
ち

た
ら
、「
た
だ
の
人
」
に
な
る
。
そ
の
後
、

図２・10 針各種。⒜ 鍼灸の鍼の先端は程良い丸みを帯びているところがミソ。
⒝ 注射の針。⒞ 世界で最も細い注射針「ナノパス」。⒟ 蚊の口針。

〈http://www.seirin.jp/product_information/jsp/〉
〈http://fujiseiko.com/ja/products〉

〈https://plaza.rakuten.co.jp/nakabisya/diary/200909140000/〉
〈https://www.terumo.co.jp/newsrelease/detail/20190225/482〉

⒟

⒝
⒜

⒞

図２・11 刺鍼の練習に使用する ⒜ ４段階の硬さを持つ練習器と
⒝ 弾力性と反発力のあるスポンジ板（厚さ２㎝）。

⒝⒜
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就
職
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
し
た
が
っ
て

皆
、
真
剣
で
あ
る
。

実
習
・
実
技
以
外
の
授
業
は
、
ク
ラ
ス

ご
と
に
定
め
ら
れ
た
教
室
で
行
わ
れ
、
ク

ラ
ス
委
員
（
筆
者
と
Ｏ
さ
ん
）
の
発
声
す

る
「
起
立
！
礼
！
」
で
始
ま
り
、「
起
立
！

礼
！
」
で
終
る
。

毎
回
、
２
時
限
目
終
了
（
21：
30
）
後

に
は
、
予
め
決
め
ら
れ
た
２
名
の
掃
除
当

番
が
教
室
の
掃
除
を
し
て
帰
路
に
就
く
。

掃
除
当
番
表
の
作
成
は
ク
ラ
ス
委
員
の
仕

事
で
、
毎
年
、
前
期
、
後
期
に
分
け
て
作

成
し
、
教
室
に
貼
っ
て
お
く
。

廊
下
や
階
段
、
各
教
室
の
前
方
の
壁
な

ど
に
は
、
学
生
を
鼓
舞
す
る
た
め
の
言
葉

が
い
く
つ
も
貼
っ
て
あ
り
、
国
家
試
験
ま

で
の
残
さ
れ
た
日
数
が
毎
日
更
新
さ
れ
、

否
応
な
し
に
闘
争
心
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
。

【
記
憶
力
が
も
の
を
言
う
国
家
試
験
】

専
門
学
校
に
お
け
る
授
業
は
、
教
科
書

の
ほ
か
、
担
当
の
先
生
が
作
っ
た
配
布
資

料
を
も
と
に
進
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
憶
え

る
べ
き
内
容
の
多
さ
に
は
、
正
直
驚
い
た
。

例
え
ば
、
重
要
な
解
剖
学
や
生
理
学
、
臨

床
医
学
総
論
、
臨
床
医
学
各
論
、
東
洋
医

学
概
論
な
ど
の
教
科
書
は
、
い
ず
れ
も
300

頁
程
度
も
し
く
は
そ
れ
を
超
す
厚
さ
で
あ

る
。し
か
も
、憶
え
る
べ
き
項
目
が
各
ペ
ー

ジ
に
10
個
以
上
は
あ
る
。
経
絡
経
穴
概
論

も
似
た
よ
う
な
も
の
。
筆
者
の
50
年
を
超

え
る
研
究
活
動
の
中
で
、
１
頁
内
に
憶
え

る
べ
き
新
し
い
項
目
が
10
項
目
以
上
も
あ

る
教
科
書
や
論
文
は
無
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
経
絡
経
穴
概
論
に
関
し
て
は
、
経
穴

（
ツ
ボ
）
の
数
が
、
14
経
脈
と
奇
穴
を
合

わ
せ
て
393
穴
に
も
及
ぶ
。
し
か
も
そ
の
経

穴
名
の
中
に
は
常
用
漢
字
に
無
い
字
を

使
っ
た
も
の
が
多
数
存
在
す
る
（

会
、

禾

、
天
鼎
、
屋
翳
、
箕
門
、

陽
、
大

赫
、
霊
墟
、
翳
風
、
頷
厭
、
懸
釐
、
輒
筋

な
ど
）。
そ
の
経
穴
の
名
称
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
位
置
や
、
そ
れ
が
ど
の
経
脈
に
属
す

る
か
、そ
の
近
く
を
通
る
神
経
や
血
管（
動

脈
、
静
脈
）
の
名
前
、
筋
肉
や
骨
の
名
前
、

さ
ら
に
は
そ
れ
に
関
す
る
付
随
事
項
、
そ

れ
ら
の
関
係
性
な
ど
数
え
上
げ
た
ら
き
り

が
な
い
。
そ
れ
ら
を
丸
暗
記
せ
よ
と
い
う

の
で
あ
る
。
筆
者
は
大
学
教
員
現
役
時
代

に
、
学
生
諸
君
に
「
覚
え
る
な
！

考
え

ろ
！
」
と
叱
咤
し
て
い
た
が
、
専
門
学
校

で
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
ら
、
国
家

試
験
は
お
ろ
か
、
卒
業
試
験
す
ら
危
う
い
。

お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
は
、
大
学
と
専
門
学

校
の
違
い
で
は
な
く
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で

図２・12 授業で使った教科書の内容。⒜ 解剖学。⒝ 生理学。⒞ 経絡経穴
概論。⒟ 臨床医学各論（索引）。他の教科書もほとんど同じように、
憶えるべき重要な箇所にはマーカーで印をつけ、また重要な事項は、
メモとして追加記載している。教科書に記載されていなかった用語
については、⒟のように索引に追加記載した。

⒝

⒟

⒜
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歩
ん
で
き
た
工
学
分
野
と
、
意
を
決
し
て

飛
び
込
ん
だ
医
学
分
野
の
違
い
で
あ
ろ
う
。

文
化
と
哲
学
の
異
な
る
こ
れ
ら
二
つ
の
分

野
の
間
で
オ
ロ
オ
ロ
す
る
自
分
の
姿
が
小

さ
く
見
え
た
。
筆
者
は
若
い
こ
ろ
か
ら
記

憶
力
に
は
自
信
が
な
く
、
そ
れ
を
基
盤
と

す
る
科
目
（
特
に
日
本
史
、
世
界
史
、
地

理
な
ど
）
は
極
力
遠
ざ
け
て
来
た
。
ま
し

て
や
、
年
齢
70
歳
を
迎
え
、
手
帳
に
書
い

た
こ
と
以
外
は
憶
え
な
い
、
今
朝
薬
を
飲

ん
だ
か
否
か
を
忘
れ
て
女
房
に
聞
く
と

「
ゴ
ミ
箱
見
て
み
た
ら
？
」
と
あ
し
ら
わ

れ
、
懇
親
会
で
「
初
め
ま
し
て
」
と
名
刺

を
差
し
出
し
た
ら
、「
先
生
、
去
年
も
お

会
い
し
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
て
引
っ
込
み

の
つ
か
な
い
高
齢
者
。
新
し
い
こ
と
を
覚

え
る
と
い
う
脳
活
動
は
ほ
と
ん
ど
や
っ
て

こ
な
か
っ
た
人
間
に
と
っ
て
、
新
し
い
教

科
書
を
開
い
て
、
見
慣
れ
な
い
言
葉
の
多

さ
に
気
付
い
た
時
の
シ
ョ
ッ
ク
は
如
何
と

も
例
え
よ
う
が
な
い
。
記
憶
力
に
関
し
て

は
ま
さ
に「
車
椅
子
生
活
」あ
る
い
は「
松

葉
杖
生
活
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
３
年
後

に
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
し
ま
す
と
宣

言
し
た
よ
う
な
も
の
だ
。
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
専
門
学
校
に
入
学
は
し
た
も
の

の
、
不
気
味
な
不
安
感
に
包
ま
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
、
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出

す
。
案
の
定
、
解
剖
学
は
中
間
試
験
、
定

期
試
験
で
不
合
格
。
再
試
験
で
も
不
合
格
。

そ
の
結
果
、
２
年
生
に
な
っ
て
も
、
１
年

生
と
一
緒
に
解
剖
学
の
定
期
試
験
を
受
験

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。「
見
慣
れ

な
い
顔
が
一
番
前
の
席
で
定
期
試
験
を
受

け
て
い
る
ヨ
。
あ
の
人
誰
？
」
と
い
う
目

で
見
ら
れ
た
時
の
気
ま
ず
さ
は
、
味
わ
っ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。

一
回
の
試
験
範
囲
が
百
数
十
頁
と
な
る

と
、
そ
の
試
験
勉
強
に
１
カ
月
か
け
て
も

足
り
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。
教
科
書
を
読

み
な
が
ら
、
重
要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に

マ
ー
カ
ー
で
印
を
つ
け
、
調
べ
た
こ
と
を

メ
モ
と
し
て
記
載
し
、
因
果
関
係
等
も
重

要
で
あ
れ
ば
、
そ
の
説
明
も
記
載
す
る
の

で
、
い
つ
の
間
に
か
、
い
ず
れ
の
教
科
書

も
、
余
白
が
び
っ
し
り
と
メ
モ
書
き
で
埋

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
索
引
の
ペ
ー
ジ
で
す

ら
、
自
分
で
調
べ
た
用
語
が
追
加
さ
れ
、

「
自
分
専
用
」
の
教
科
書
と
な
る
。

専
門
学
校
の
生
活
に
慣
れ
て
く
る
に
し

た
が
っ
て
、
次
第
に
自
分
の
考
え
の
甘
さ

に
気
付
き
始
め
た
。
記
憶
力
の
乏
し
さ
は

障
害
者
並
み
。
折
し
も
２
０
１
６
年
９
月

７
日
か
ら
18
日
ま
で
の
12
日
間
は
、
リ

オ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
こ
れ
に
は
本
当

に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。「
失
っ
た
も
の
を

数
え
る
な
。
残
さ
れ
た
も
の
を
最
大
限
に

生
か
せ
。」
と
い
う
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

精
神
は
、
筆
者
の
耳
に
は
「
失
わ
れ
た
記

憶
力
を
気
に
す
る
な
。
残
さ
れ
た
洞
察
力

を
最
大
限
に
生
か
せ
。」
と
な
っ
て
聞
こ

え
た
。

よ
〜
し
、
一
発
か
ま
し
て
や
る
！

矢

で
も
鉄
砲
で
も
持
っ
て
こ
〜
い
。

（
以
下
次
回
に
続
く
）
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